	09年度 第2回　早大中国塾

	薫風さわやかな5月に入りましたが、新型インフルエンザのニュースなど、厳しい話題が多いですが、多くの志ある方々と交流して、気持ちを前向きに切り替えてください。5月例会は3本立てです。講師と皆さんとの活発な意見交換を期待しています。久しぶりの方も、初めての方も歓迎です。就活中の諸君も気分転換を兼ねてどうぞ。今回は、会場がいつもの場所と違いますので、ご注意ください。
演題
(1)「2010年上海万博：日本の取組み姿勢と展望」
(2) 「日本企業　イン チャイナ」
(3)「中国で勝つ為の日本企業のマーケティング戦略」
講師
(1)  塚本弘氏：2010年上海万博陳列区域・日本政府代表
(2)  渡邊園子氏：日本経済新聞社編集局国際部次長（前上海支局長）
(3)  徐向東氏: (株)中国市場戦略研究所社長
日時
５月１６日（土）　午後1：30～5:00   その後、講師との懇談会（自由参加）
会場
早稲田大学・19号館、711号室。
（地下鉄東西線早稲田駅下車徒歩6－7分。ＪＲ高田馬場駅前のバス（早稲田正門行き）の西早稲田バスストップ下車（グランド坂下る）２分。アジア太平洋研究科のあるビル。
主催
早大中国塾代表：　木下俊彦　  携帯090-83134403　

Email: toshi-kinoshita@nifty.com　
連絡
担当
Mr. 談万青（＠上海）
講師略歴など
（1） 現在、上海万博担当・経済産業省顧問、海外研修機構理事長、日欧産業協力センター事務局長。1968年、通商産業省入省、ジェトロNYセンター所長、英国チャタムハウス派遣、ジェトロ副理事長などを経て現職。
（2） 日本経済新聞社入社。08年9月、鑑真プロジェクトを同行取材。
（3） 北京外国語大学講師を経て来日、立教大学で博士号取得。日経リサーチ首席研究員、上海事務所総監、キャストコンサルティング社長などを経て、07年から現職。著書：『中国で「売れる会社」は世界で売れる―日本企業はなぜ中国で勝てないのか』徳間書店、06年など。
＜後援＞　中国留学生交流支援立志会（代表：五十嵐貞一氏）

　　　　（株）アジア人材開発（代表：折敷瀬興氏）


	


